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1. はじめに

　近年，電子機器の小型化，高性能化が進んでおり放熱対
策が重要になってきた 1)。素子と放熱器の間に伝熱材料を
挟むことによって素子から発生する熱を逃がしやすくでき
る。われわれが Heat Transfer Materialと記している伝熱材
料は，Thermal Interface Material (TIM)と記載されることも
多い。
　熱抵抗が小さい伝熱材料ほど熱を逃がしやすいが，伝熱
材料メーカの熱抵抗のカタログ値は接触の影響を考慮した
値ではない。しかし，素子と放熱器の接触面を微視的に観
ると点接触が無数に存在し，接触している部分としていな
い部分がある 2)。接触面積は面の粗さと接触圧力によって
変化する。よって，伝熱材料の熱抵抗は材料の物性や厚み
以外にも，接触の仕方でも変化するので，これらを総合的
に考慮した伝熱材料の評価が必要である。本研究では正確
に温度を一定に保つシステムを構築し，接触具合の影響を
含む伝熱材料の評価を行った。

2. 伝熱材料を評価するシステムの構築

2.1	 温度制御の方式

　伝熱材料の評価をするためには正確に冷却も加熱もでき
る装置が必要である。ファンを用いた温度調整方式の場
合，室温より低い温度に調整するのが困難であるが，水流
を用いた温度調整方式では水温を調整すれば冷却も加熱も
可能である。以上の理由から今回は温度制御が容易な水流
での温度制御方式を採用した。今回構築したシステムの全
体を Fig. 1に示し，写真を Fig. 2に示す。
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　概要　伝熱材料を評価するための新しい手法を提案する。機械加工で正確に溝を制御したアルミニウム凹凸板を伝熱材料の
上に置き，圧力を変化させながら熱の測定を行うことによって，ヒートシンクの表面粗さの影響を再現性良く評価できる。そ
の手法の有効性を確認するために，硬度が異なる 2種類の伝熱材料を評価し，アルミニウム凹凸板は溝の形状が異なる 4種類
を使用した。その結果，凹凸板を使用することによって密着度を再現性良く評価することができた。

Abstract
In this paper, we present a new method for evaluating heat transfer materials. When electronic devices 

are mounted on a metallic heat sink, a heat-transfer material is required to handle the thermal flow from 
the devices while maintaining electrical insulation. The concept proposed in this paper is to measure the 
thermal characteristics of a heat-transfer material placed on an aluminum plate that is machine-milled to 
form precise grooves, which represent the surface roughness of the heat sink. By varying the shape of the 
grooves and the amount of applied pressure, the contact conditions can be precisely controlled. In order 
to verify the effectiveness of the proposed method, an evaluation system was constructed, in which the 
temperature was controlled using flowing water. Tests were then carried out on two types of heat-transfer 
materials, one with a hardness of C10 and the other with a hardness of C60, as determined using an Asker 
C type hardness meter.
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Fig. 1 Block diagram of constructed system


